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【
冬
眠
明
け
の
ク
マ
に
注
意
！
】

　
冬
眠（
冬
ご
も
り
）か
ら
覚
め
た
ク
マ
は
、
食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

県
内
は
、
ど
の
山
も
ク
マ
の
生
息
地
に
あ
た
り
、
ク
マ
に
出
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

山
に
入
ら
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に

▪ 

ク
マ
の
餌
と
な
る
実
の
な
る
木（
ブ
ナ
・
ク
ル
ミ
・
栗
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・

柿
な
ど
）の
付
近
に
は
、
近
づ
か
な
い
。

▪
鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
鳴
ら
す
か
、
大
き
め
の
声
で
話
し
な
が
ら
歩
く
。

▪ 

早
朝
、
夕
方
、
夜
間
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
山
菜
採
り
や
山
沿
い
で
の
畑
作
業
は

控
え
る
。

▪
見
通
し
の
悪
い
場
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

▪
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
状
況
を
事
前
に
確
認
す
る
。

ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

▪
人
家
の
ま
わ
り
に
生
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
置
い
た
り
し
な
い
。

▪
田
畑
や
山
際
に
野
菜
ク
ズ
な
ど
を
放
置
し
な
い
。

▪
墓
の
供
え
物
は
持
ち
帰
る
。

▪ 

果
樹
の
実
は
残
さ
ず
収
穫
す
る
。
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
果
樹
や
収
穫
し
な
い
果
樹

は
伐
採
ま
た
は
剪
定
す
る
。

▪
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
用
の
電
気
柵
を
使
用
し
て
ク
マ
を
集
落
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
。

▪
ク
マ
が
隠
れ
や
す
い
藪
を
刈
り
取
り
、
山
際
の
見
通
し
を
良
く
す
る
。

ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
興
奮
し
な
い
、さ
せ
な
い

▪
落
ち
着
き
、
騒
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
す
る
。
ぜ
っ
た
い
に
走
ら
な
い
。

▪
子
グ
マ
で
あ
っ
て
も
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。
親
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
な
い
。

▪ 

攻
撃
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
地
面
に
伏
せ
、
両
手
で
首
の
後
ろ
を
ガ
ー
ド
し
て

頭
と
首
を
守
る
。

《
注
意
》 

山
際
や
山
の
中
に
は
、
捕
獲
用
の
檻
や
く
く
り
罠
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

大
変
危
険
で
す
の
で
、
檻
や
罠
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
や
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
詳
し
い
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
令
和
４
年
度
有
害
鳥
獣
捕
獲
結
果
】

　
町
内
の
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で（
１
年
間
）の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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０
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５

４
１

１
１
６
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５
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獣
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９

鳥　
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計

６
９
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４
９
１

１
１
８
６

■
問
合
せ　
南
越
前
町
鳥
獣
害
対
策
協
議
会（
農
林
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
０
１（
南
条
地
区
）

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８

－

45

－

８
０
０
２（
今
庄
地
域
）　

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８

－

48

－

７
７
０
５（
河
野
地
区
）

鳥
獣
害
対
策
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


